


　
１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
団
員
に
よ
る

式
典
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
分
列
行

進
で
は
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
か
ら

西
明
寺
小
学
校
ま
で
、
沿
道
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
団
員
が
力
強
く
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

　
西
明
寺
小
学
校
内
で
行
わ
れ
た
式

典
で
門
脇
市
長
は
「
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
は
想
像
以
上
の
被
害

を
受
け
た
。
地
域
に
密
着
し
た
災
害

支
援
活
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

団
員
の
更
な
る
結
束
を
図
り
、
市
民

の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
精
進
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
佐
藤
生
治

仙
北
市
消
防
団
長
が
「
大
震
災
後
、

岩
手
県
山
田
町
へ
の
支
援
を
決
意
し

た
と
き
に
は
、
全
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
は
消
防
訓
練

大
会
の
全
国
大
会
が
あ
る
。
東
北
を

元
気
に
す
る
た
め
に
も
、
全
国
を
目

指
し
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

仙北市消防出初式

受
章
者
　（
敬
称
・
階
級
略
）

秋
田
県
知
事
表
彰

▼
有
功
章

千
田
幹
広
（
第
１
分
団
）、
加
藤
正
（
第

３
分
団
）、
佐
藤
昭
吾
（
第
４
分
団
）、

田
村
大
（
第
５
分
団
）、門
脇
成
太
郎
（
第

６
分
団
）、
矢
作
喜
代
司
（
第
７
分
団
）、

辻
広
勝
（
第
９
分
団
）

▼
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）

辻
谷
公
雄
（
第
９
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

小
林
喜
美
雄
（
本
部
）、
千
葉
栄
幸
（
第

１
分
団
）、
佐
藤
信
秀
（
第
２
分
団
）、

油
谷
重
和
（
第
３
分
団
）、細
川
祐
栄
（
第

４
分
団
）、
戸
澤
幸
作
（
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

中
村
清
喜
（
本
部
）、
阿
部
正
明
（
第

２
分
団
）、
三
嶋
新
一
（
第
４
分
団
）、

今
野
竹
四
郎
、
大
澤
博
公
、
佐
藤
一
（
以

上
第
６
分
団
）、
渡
辺
友
康
、
藤
田
現
生

（
以
上
第
７
分
団
）、
相
馬
己
千
夫
（
第

８
分
団
）、
仙
波
茂
（
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

千
田
薫
（
第
１
分
団
）、
地
主
昭
仁
、
千

葉
喜
久
夫
（
以
上
第
２
分
団
）、
伊
藤

一
美
、
藤
澤
秋
夫
（
以
上
第
３
分
団
）、

藤
村
治
彦
、
藤
井
行
忠
（
以
上
第
４
分

団
）、
武
藤
良
浩
、
柴
田
正
義
（
以
上

第
６
分
団
）、
鈴
木
靖
夫
、
大
平
三
郎

（
以
上
第
７
分
団
）、
千
葉
盛
一
、
小
木

田
克
博
、石
川
正
春
（
以
上
第
９
分
団
）、

藤
谷
信
夫
、
仙
波
眞
一
、
藤
本
政
則
（
以

上
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

加
藤
正
明
（
第
１
分
団
）、
藤
井
孝
夫
、

佐
々
木
隆
志
、
髙
橋
信
悦
（
以
上
第
３

分
団
）、
小
田
島
剛
（
第
４
分
団
）、
若

島
弘
明
（
第
７
分
団
）、
草
彅
和
彦
（
第

８
分
団
）、
林
崎
正
紀
（
第
９
分
団
）、

戸
澤
広
昭
（
第
10
分
団
）

仙
北
市
長
表
彰

▼
永
年
勤
続
特
別
功
労
章

髙
貝
寿
孝
（
第
７
分
団
）

▼
功
労
章

津
嶋
重
利
（
第
４
分
団
）、
藺
藤
博
行
、

佐
藤
庄
誠
、佐
藤
智
（
以
上
第
５
分
団
）、

田
中
昭
男
、
中
嶋
正
樹
（
以
上
第
６
分

団
）、沢
野
壽
（
第
７
分
団
）、永
山
明
（
第

９
分
団
）、
髙
橋
純
正
（
第
10
分
団
）、

▼
功
績
章

羽
川
信
行
、
髙
階
貴
与
士
（
以
上
第
１

分
団
）、
畠
山
弘
美
（
第
３
分
団
）、
大

石
隆
幸
（
第
４
分
団
）、
浅
利
寿
博
、
小

林
貞
夫
（
以
上
第
６
分
団
）、
山
本
茂

（
第
７
分
団
）、
佐
藤
豊
紀
、
高
橋
広
喜
、

髙
村
賢
一
（
以
上
第
８
分
団
）、
阿
部

慶
之
、
村
田
英
樹
（
以
上
第
９
分
団
）、

赤
坂
芳
生
（
第
10
分
団
）

▼
無
火
災
分
団

《
２
年
間
無
火
災
》
第
７
分
団

《
１
年
間
無
火
災
》
第
５
分
団
、
第
６

分
団
、
第
８
分
団
、
第
９
分
団
、
第
10

分
団

▼
優
良
分
団

《
支
部
操
法
大
会
３
位
》
第
１
分
団

《
市
訓
練
大
会
優
勝
》
第
８
分
団

《
市
訓
練
大
会
準
優
勝
》
第
５
分
団

▼
感
謝
状

竹
下
正
勝
、
畠
山
敏
美
、
高
橋
祐
一
、

眞
崎
純
孝
、
佐
藤
守
、
相
馬
武
夫
、
藤

原
重
春
、
鈴
木
直
樹
、
中
嶋
孝
一
、
熊

谷
新
吉
、
梅
沢
北
部
私
設
消
防
団
、
岩

﨑
稜

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
労
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

小
林
喜
美
雄
、
石
川
孝
一
、
小
木
田
義

忠
（
以
上
本
部
）

▼
精
勤
章
（
10
年
以
上
勤
続
）

佐
藤
大
志
、
櫻
田
大
介
（
以
上
第
１
分

団
）、
田
口
英
博
、
田
口
芳
憲
（
以
上

第
２
分
団
）、
佐
藤
善
仁
（
第
３
分
団
）、

下
田
誠
、
小
松
政
彦
、
津
嶋
直
樹
、
川

井
浩
也
、佐
藤
直
樹
（
以
上
第
４
分
団
）、

草
彅
健
一
、
伊
藤
秀
彦
（
以
上
第
７
分

団
）、
雲
雀
明
徳
、
原
秀
彦
、
渡
邉
文
雄
、

菅
原
和
欣
、
髙
橋
清
人
、
藤
元
誠
、
髙

橋
宏
美
、
太
田
光
彦
（
以
上
第
８
分
団
）

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市

美
郷
町
支
部
長
表
彰

▼
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）

中
島
竜
臣
（
第
１
分
団
）、千
葉
光
一
（
第

２
分
団
）、
田
村
久
雄
、
工
藤
康
、
佐
藤

大
助
、
三
浦
君
夫
、
坂
本
博
美
（
以
上

第
３
分
団
）、佐
藤
亮
一
、髙
橋
武
彦
（
以

上
第
４
分
団
）、
小
林
有
博
、
田
中
樹
、

佐
藤
明
広
、
佐
々
木
忠
晴
、
門
脇
清
彦
、

堀
登
志
之
（
以
上
第
５
分
団
）、
柏
谷

匤
、
橋
本
真
治
、
阿
部
一
公
、
若
松
優

一
、橋
本
純（
以
上
第
６
分
団
）、福
井
弘
、

田
口
雄
介
、山
田
堅
一
、佐
藤
敬
多
郎（
以

上
第
７
分
団
）、髙
橋
清
嗣
、草
彅
伸
（
以

上
第
８
分
団
）、
小
木
田
成
喜
、
辻
谷
栄

喜
、
鈴
木
勝
、
辻
徹
、
世
良
俊
也
（
以

上
第
９
分
団
）、黒
沢
広
志
、黒
沢
仁
（
以

上
第
10
分
団
）

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

▼
精
勤
章
（
３
年
以
上
勤
続
）

草
薙
一
紀
、
中
本
貴
之
（
以
上
第
１
分

団
）、大
月
孝
、高
橋
和
平
、田
口
隆
浩（
以

上
第
２
分
団
）、
石
橋
誠
、
羽
根
川
光
彰
、

田
村
勉
、田
村
和
浩
（
以
上
第
３
分
団
）、

三
浦
光
洋
、
藤
川
悟
志
、
芳
賀
勉
、
村

上
純
男
、
佐
藤
治
栄
、
伊
藤
雅
人
（
以

上
第
４
分
団
）、
橋
本
諒
（
第
６
分
団
）、

船
木
基
行
、
伊
藤
一
紀
、
佐
藤
正
人
、

佐
藤
勝
寛
、小
松
正
（
以
上
第
９
分
団
）、

小
林
琢
磨
、
青
山
大
輔
（
以
上
第
10
分

団
）

仙
北
市
消
防
出
初
式
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12
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日

間
、
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室
が
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内

外
の
小
中
学
校
の
生
徒
１
０
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
20
回
目
の
こ
の
教
室
は
、

「
楽
し
い
学
習
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
会

（
菅
原
正
五
郎
会
長
）」
が
子
ど
も
た

ち
の
自
学
自
習
を
支
援
し
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
退
職
し
た
先
生
や

高
校
生
な
ど
が
「
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室

長
期
休
み
の
学
習
リ
ズ
ム
作
り
に
一
役

秋
田
を
舞
台
に
し
た
韓
国
ド
ラ
マ
「
ア
イ
リ
ス
」
秋
田
ロ
ケ
記
念

ア
イ
リ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ン

　

韓
国
ド
ラ
マ
「
ア
イ
リ
ス
」
の

秋
田
ロ
ケ
を
記
念
し
た
ア
イ
リ
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅

と
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
銀
嶺
ハ
ウ
ス

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
12
月
22
日

に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
チ
ョ
ン
・
テ
ウ
ォ
ン
氏

（
ア
イ
リ
ス
制
作
会
社
代
表
）
や
キ

ム
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
氏
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
局
長

ペ
ク
・
サ
ン
役
）
が
出
席
し
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

《
施
設
概
要
》

①
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅

展
示
物
：
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ス
タ
ー
、

ロ
ケ
風
景
等
パ
ネ
ル
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
秋
田

支
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
室
、
ロ

ケ
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ　

な
ど

開
館
時
間
：
９
時
30
分
～
16
時
30
分

②
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
銀
嶺
ハ
ウ
ス

展
示
物
：
山
小
屋
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
一

部
再
現
、
ロ
ケ
風
景
等
パ
ネ
ル
、
ロ

ケ
で
使
用
し
た
グ
ッ
ズ　

な
ど

開
館
時
間
：
ス
キ
ー
場
の
営
業
時
間

ミュージアム入り口でのチョン・テウォン氏（前列
右から２人目）、キム・ヨンチョル氏（前列中央）

仙
北
市
事
業
所
視
察
会

就
職
希
望
の
高
校
２
年
生
が
参
加

　

12
月
26
日
、
市
内
の
高
校
２
年
生

を
対
象
と
し
た
事
業
所
視
察
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
会
は
、
就
職
を
希
望
す

る
生
徒
に
市
内
事
業
所
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
元
就

職
や
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
仙
北
市
企
業
等
連
絡
協
議
会

（
安
藤
大
輔
会
長
）
が
行
っ
た
も
の

で
、
角
館
高
校
、
角
館
南
高
校
の
両

校
か
ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
視
察
に
先
立
ち
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
角
館
の
茂
木
所
長
か
ら
就
職

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、

食
品
や
縫
製
と
い
っ
た
製
造
業
、
介

護
施
設
な
ど
４
事
業
所
を
訪
問
。
担

当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ハローワークで求人検索システムの
使い方を教わる生徒たち

　

１
月
６
日
、
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
草
彅
芳
春
会
長
）
か
ら
角
館

小
学
校
（
佐
藤
康
裕
校
長
）
に
「
展

示
用
パ
ネ
ル
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
校
長
は
「
間
仕
切
り
や
展
示

に
使
用
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

角
館
小
に
パ
ネ
ル
寄
贈

　

１
月
６
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
げ
ん
き
」「
希
望
の
年
」
な
ど
各

学
年
ご
と
に
課
題
が
定
め
ら
れ
、
参

加
者
は
一
字
ご
と
に
新
年
の
思
い
を

込
め
、
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

金
賞
（
敬
称
略
）　

太
田
円
（
白
岩

小
１
）、
木
村
虎
太
郎
、
山
口
隆
真

（
以
上
角
館
小
２
）、佐
々
木
美
祐
（
中

川
小
２
）、
久
保
田
ひ
か
る
（
生
保

内
小
３
）、
石
川
大
雅
（
神
代
小
３
）、

高
橋
匠
一
（
中
川
小
３
）、
千
葉
由

希
（
神
代
小
４
）、
蓮
沼
千
怜
（
角

館
小
４
）、
藤
原
瑠
南
（
中
川
小
４
）、

布
谷
那
奈
（
神
代
小
５
）、
戸
澤
彩

（
角
館
小
５
）、
佐
々
木
茉
祐
（
中
川

小
５
）、
小
野
凌
華
（
生
保
内
小
６
）、

藤
原
夏
菜
（
神
代
中
２
）、後
藤
夏
希
、

進
藤
里
香
子
、
高
橋
真
奈
、
佐
々
木

澪
花
、
渡
部
仁
美
（
以
上
角
館
南
高
）

新
年
の
思
い
を
の
せ
て
筆
運
ぶ

第
７
回
仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会

　

こ
の
度
、
田
沢
湖
地
域
審
議
会
、

角
館
地
域
審
議
会
、
西
木
地
域
審
議

会
か
ら
「
地
域
防
災
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
、
答
申
書
が
門
脇
市
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
近
年
、
自
然
災
害
が
多

発
す
る
中
、
市
民
と
行
政
が
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
互
い
に
協
力
し
て

防
災
に
取
り
組
も
う
と
、
市
が
各
地

域
審
議
会
に
諮
問
し
た
も
の
。
各
地

域
審
議
会
で
は
、
高
齢
者
対
策
、
情

報
伝
達
対
策
、
自
主
防
災
組
織
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
合
同
地
域
審
議
会

等
を
通
じ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　

受
け
取
っ
た
門
脇
市
長
は
「
こ
の

答
申
書
の
貴
重
な
意
見
を
活
か
し
、

災
害
に
強
い
市
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
各
地
域
審
議
会
へ
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

市
内
三
地
域
審
議
会

地
域
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
答
申
書

　

１
月
８
日
、
須
田
君
代
さ
ん
が
白

寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い
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地
域
の
話
題

寿
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平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
仙
北
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

仙
北
市
に
前
年
（
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）

の
収
入
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
書
用
紙

は
１
月
下
旬
か
ら
税
務
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
出
張
所

の
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
月
２
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
次
の

と
お
り
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
先

　
税
務
課

　
電
話
（
43
）
１
１
１
７

申
告
が
必
要
な
方

申
告
す
る
必
要
の
な
い
方

１　

印
鑑

２　

所
得
の
証
明
と
な
る
も
の
（
給

　

与
・
年
金
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な

　

ど
）

３　

控
除
の
証
明
と
な
る
領
収
書
や

　

支
払
証
明
書
（
厚
生
労
働
大
臣
等

　

か
ら
送
付
さ
れ
る
年
金
の
支
払
証

　

明
書
、
生
命
・
地
震
保
険
な
ど
の

　

支
払
証
明
書
、
医
療
費
や
介
護
料

　

の
領
収
書
な
ど
）

　

＊
医
療
費
の
領
収
書
は
事
前
に
合

　

計
を
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

口
座
番
号
の
控
え（
本
人
の
も
の
）

５　

障
害
者
手
帳
等
（
交
付
さ
れ
て

　

い
る
方
の
み
）

６　

福
祉
事
務
所
で
発
行
す
る
認
定

　

証
（
寝
た
き
り
等
に
よ
る
介
護
を

　

要
す
る
方
）

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
、

『
源
泉
徴
収
票
』
お
よ
び
各
種
領
収

書
等
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
無
い
場
合
に
は
還
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
業
所
等

か
ら
交
付
を
受
け
、
申
告
相
談
に
き

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
用
紙
の
事
前
送
付
は
し
ま

せ
ん
。

　

用
紙
は
各
庁
舎
の
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

●
営
業
や
農
業
所
得
な
ど
で
青
色
申

告
を
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申

告
相
談
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
税

務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
所
得
等
各
種

証
明
書
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合
や
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
適

用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

給
与
や
年
金
の
ほ
か
に
、
農
業
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
や
、
家
賃
・

地
代
・
小
作
料
・
受
取
保
険
金
・
譲

渡
所
得
（
土
地
、建
物
を
売
っ
た
方
）

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
は
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

 

収
入
が
全
く
な
い
場
合
で
も
、
18

歳
以
上
の
方
は
収
入
が
な
い
旨
の
申

申
告
書
用
紙
の

　
　
送
付
に
つ
い
て

市
県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日(

木)

ま
で

忘
れ
ず
に

　
申
告
し
ま
し
ょ
う

１　

通
年
し
て
１
カ
所
の
事
業
所
か

　

ら
の
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
年

　

末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

   

※
年
末
調
整
で
控
除
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
医
療
費
控
除
等
を
受
け

　

よ
う
と
す
る
方
は
申
告
し
て
く
だ

　

さ
い
。

２　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

　

署
に
提
出
さ
れ
た
方

申
告
相
談
に

　
　
持
参
す
る
も
の

相　談　日 受　付　時　間 対　象　地　区 会　　　場

田

沢

湖

地

区

　２月２日（木）
　午前９時～１１時３０分
　午後１時～　４時 田沢地区全域 田沢交流センター

　２月３日（金） 　午前９時～１１時３０分

　２月５日（日）

　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時 生保内地区全域
田沢湖

総合開発センター

　２月６日（月）

　２月７日（火）

　２月８日（水）

　２月９日（木） 　午前９時～１１時３０分

　２月１０日（金）

　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時 神代地区全域
神代

就業改善センター

　２月１２日（日）

　２月１３日（月）

　２月１４日（火）

　２月１５日（水）

　２月１６日（木） 　午前９時～１１時３０分

　西

　木

　地

　区

　２月１７日（金）
　午前９時～１１時３０分
　午後１時～　３時

上桧木内地区全域 紙風船館　

　２月１９日（日） 　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時 桧木内地区全域 桧木内地区公民館　２月２０日（月）

　２月２１日（火） 　午前９時～１１時３０分

平成２４年度 市県民税申告相談日程表
相　談　日 受　付　時　間 対　象　地　区 会　　　場

西

木

地

区

　２月２２日（水）
　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時

　西明寺・小山田・

　門屋・上荒井・

　小渕野・西荒井地区

西木

総合開発センター

　２月２３日（木）

　２月２４日（金）

　２月２６日（日） 　午前９時～１１時３０分

角

館

地

区

　２月２７日（月）
　午前９時～１１時３０分
　午後１時～　４時 中川地区 中川集落センター

　２月２８日（火） 　午前９時～１１時３０分

　２月２９日（水）
　午前９時～１１時３０分
　午後１時～　４時 　白岩・広久内・

　薗田地区
白岩集落センター

　３月　１日（木）
　午前９時～１１時３０分
　午後１時～　３時

　３月　２日（金）
　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時
　西長野・下延・

　雲然・八割地区
雲沢集落センター

　３月　４日（日）

　３月　５日（月）

　３月　６日（火） 　午前９時～１１時３０分

　３月　７日（水）

　午前９時～１１時３０分

　午後１時～　４時　
角館町内全域 角館交流センター

　３月　８日（木）

　３月　９日（金）

　３月１１日（日）

　３月１２日（月）

　３月１３日（火）

　３月１４日（水）

　３月１５日（木）

平成２４年度 市県民税申告相談日程表

各会場の初日の午前中は特に混雑しますので、待ち時間が長くなることをご了承ください。
また、３月７日以降は大変混み合うことが予想されますので、早めの申告をお願いします。
地区毎に日程を決めてはいますが、市内どこの会場でも申告可能ですのでご都合のよい日にご来場ください。
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　重度の視覚障がい者が、外出する際などに、指定
を受けた障害サービス事業所のヘルパーが同行して
移動等の援助を行う「同行援護」サービスが受けら
れます。
　対象者の要件に障害程度区分は用いませんが、支
給対象者を特定するための評価指標（アセスメント
票）および同行援護対象者に係る医師意見書等の書
類が必要となりますので、ご利用を希望される方は
下記までお問い合わせください。
●問合せ／社会福祉課　障がい福祉係　 43-2288

重度視覚障がい者の
皆さんへお知らせ

　日中、仕事などで市税を納めることができない方
のために、夜間納税窓口を開設します。
　また、諸事情により市税を納めることが困難な方
のために納税相談窓口も併せて開設しますのでお気
軽にご来庁ください。

●日時／1 月31日（火）17：15 ～ 19：00
＊開設時間に都合がつかない場合は、事前にご連絡
ください。
●場所／税務課（田沢湖庁舎）、角館・西木地域セン
　ター
●問合せ／税務課　 43-1117
＊多重債務に関する相談も随時行っていますので、
ご遠慮なく来庁またはご連絡ください。

●平成24年1 月 31 日納期限の税目は下記のとおりで
　す。口座振替日も納期限と同日ですので、前日ま
　で通帳の残高をご確認ください。
●平成24年1月31日納期限／国民健康保険税第 7 期・
　後期高齢者医療保険料（普通徴収）第 7 期

1月31日夜間納税窓口
開設のお知らせ

  
　市長が地域の皆さんと話し合い、今後のまちづくり
に反映させるため、まちづくり懇談会を開催します。
　次の 4カ所で開催しますので、お誘い合わせのうえ
ぜひご参加ください。
●日時・会場／
　◆ 1 月25 日（水）　18：30
　　　　【雲沢地区】雲沢集落センター
　◆ 1 月26 日（木）　18：30
　　　　【中川地区】中川集落センター
　◆ 1 月28 日（土）　14：00
　　　　【生保内地区】田沢湖総合開発センター
　◆ 1 月30 日（月）　18：30
　　　　【上桧木内地区】紙風船館
●問合せ／総務課　文書広報係　 43-1111

「まちづくり懇談会」を開催します

  
　平成 24 年 4 月 1 日より、羽後交通桧木内線に代わ
る地域の足としてデマンド型乗合タクシーの導入を
予定していますが、広範囲な地域におよぶ公共交通
の再編になることから、住民の皆様に十分なご理解
をいただきながら円滑に導入を進めるため説明会を
開催します。
●日時／1 月21 日（土）　　10：00 ～正午
●会場／かたくり館

【送迎バス】
紙風船館（9：00） →　桧木内出張所（9：20） →   会場
羽後太田駅前（9：45） →    西木公民館（9：50） → 会場
＊羽後バス桧木内線の経路を運行しますので合図し
てご乗車ください。
●問合せ／企画振興課　 43-1112

羽後交通桧木内線の廃止および
デマンド型乗合タクシーの
導入に関わる説明会を開催します

　経済センサスは日本の経済力を知り、経済政策の
決定のための重要な資料となります。調査の対象は
全国すべての事業所です。
　現在、調査員が訪問し調査票を配布しています。
2月1日現在の内容で記入し、2月に調査員が訪問し
て回収します。皆さんのご協力をお願いします。
●問合せ／企画振興課　情報統計係　 43-1112

平成24年「経済センサス活動調査」
を行います

　仙北市では、河川の水質汚濁を防止し、清潔で住
みよいまちづくりを進めるため、し尿と生活雑排水
を処理する合併処理浄化槽の設置を推進しています。
　仙北市における浄化槽事業は、市が設置する浄化
槽市町村型推進事業（市町村型）と個人が設置する
浄化槽に補助を交付する浄化槽設置整備事業（個人
設置型）の２つの方法があります。
　今回は今後の事業量を把握するために申込を受付
するものです。平成 24・25 年度中に浄化槽の設置を
お考えの方は３月末までにお申し込みください。（平
成 24 年度確実に設置する方は必ずお申し込みくだ
さい）なお、区域によって設置方法が違いますので、
詳細については下水道課までお問い合わせください。

●市設置型とは／市が浄化槽本体を設置するととも
に、その後の維持管理を行います。ただし、浄化槽
本体以外の宅内排水設備工事や流入管・放流管工事
は個人が行うことになります。また、設置した方には、
分担金と毎月の浄化槽使用料を納めていただきます。

【受益者分担金】
住宅の延床面積 人槽 専用住宅

160㎡以下 5 人槽 88,200 円
160㎡超 7 人槽 110,400 円

＊受益者分担金とは、合併処理浄化槽の設置費の一
部を負担していただくものです。

【合併処理浄化槽の月々の使用料】

   区　分
角館・田沢湖地区

（専用住宅）
 西木地区

（専用住宅）
 基本使用料 1,575 円  1,470 円
 1 人につき  525 円 504 円

●個人設置型とは／浄化槽を個人負担で設置してい
ただき、後日、市が工事費の一部を補助金として交
付します。設置後の維持管理は自己負担で行うこと
となり、分担金と毎月の使用料は発生しません。

【補助金額】
 人槽区分       補助金

 5 人槽 352,000 円
 7 人槽 441,000 円

＊この浄化槽事業は、予算の範囲内で実施されます
ので、予算執行の状況により、年度途中で事業を完
了する場合があります。
●問合せ／下水道課　 43-2296

平成 24・25 年度中に
浄化槽を設置予定の皆様へ

●募集期間／ 1 月 16 日（月）～ 30 日（月）
●募集住宅／
　【菅沢住宅　5-61】（築 31 年）＊駐車場なし
　・住所：角館町菅沢 46- １
　・規格：集合住宅 3 ＤＫ
　・階数：3 階建の 1 階
　・月額家賃：16,300 円から（所得額による）
　＊入居時に月額家賃の 3 カ月分の敷金の納付、連
　帯保証人が必要となります。
　＊暖房器具は、屋外給排気式（FF 式等）または電
　気ストーブを使用していただきます。
　＊申し込みは 1 世帯 1 戸限りです。
●入居資格／次の①～⑤までの条件にすべてあては
　まること。
　①現に同居し、または同居しようとする親族があ
　　ること。（婚姻の予約者を含む）
　②月額所得が 158,000 円以下であること。ただし、
　　小学校就学前の子どもがいる世帯は 214,000 円
　　以下であること。
　③現に住宅に困窮していることが明らかな者であ
　　ること。
　④市税を滞納していない者であること。
　⑤暴力団員でないこと。
　＊昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方は単身入居
　可能です。
　＊市外在住の方でも入居可能です。
　＊不明な点がありましたら事前に都市整備課へご
　連絡ください。
●申込方法／申込書に必要事項を記入し必要書類を
　添えて、募集期間内に提出してください。（当日必着）
●提出先・申込書設置場所／都市整備課（西木庁舎）、
　田沢湖地域センター、角館地域センター
●添付書類／
　①入居希望者の世帯の住民票謄本 1 通（省略事項
　　のないもの・婚姻予定者等は各 1 通）
　②入居希望世帯の市県民税世帯証明書 1 通（また
　　は過去１年間の所得を証明する書類）
　③入居希望者全員の納税証明書各1通（学生は除く）
　＊いずれも市役所窓口で発行しています。（手数　
　料が掛かります）
●選考方法／応募者多数の場合、書類審査のうえ公
　開抽選（申込人によるくじ引き）を行います。
　【抽選日時】2 月 7 日（火）14：00
　【抽選場所】西木総合開発センター2階　農林研修室
●入居時期／ 2 月 13 日（月）から入居可能です。
●問合せ／都市整備課　住宅公園係　 43-2295

市営住宅入居者募集

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

semboku city information

semboku city information

市役所からの
お知らせ
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イベント

講座・講習

2012 田沢湖高原雪まつり
のお知らせ

●開催日／ 2 月 17 日（金）～ 19 日

（日）　●会場／たざわ湖スキー場特設会

場（前回と会場位置は変わります）　

【募集します】
①出店者：次のいずれにもあてはまる方

　（１）田沢湖観光協会、仙北市商工会、

　　田沢湖物産協会のいずれかの会員で

　　ある方で、3 日間、指定された時間

　　内を全て営業できる方

　（２）保健所の許可を正しく取れる方

　（３）暴力団とかかわりのない方

②雪像づくりチーム：1 チーム 4 人編成

　15 日（水）11 時から 17 日（金）　

　15 時まで田沢湖観光協会へ。

●申込締切／①②とも 1 月 31 日（火）

17時まで　●問合せ／田沢湖観光協会・

保健所への届出に必要な開催要項等の書

類、またはご不明な点についての問い合

わせは、田沢湖観光協会まで。

58-0063　FAX 43-0311

第 5 回パソコン講座
受講生募集

①パソコン基本
　マウス ･ キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど

●対象者／初心者　●日時／ 2 月 6 日

（月）、7 日（火）、14 日（火）、15 日（水）

13：00 ～ 16：00

②ワード基本操作
●対象者／パソコン基本操作をおおよそ

習得している方　●日時／ 2 月 20 日

（月）、21 日（火）13：00 ～ 16：00

●使用するパソコン／ Windows XP　●

場所／仙北市総合情報センター研修室（角

館町田町上丁 23）　●費用／テキスト

代：①パソコン基本 600 円　②ワード

基本 300 円　●定員／各 30 人　●申

込・問合せ／仙北市総合情報センター（土・

日・祝日を除く）　 43-3339

生保内小学校金管バンド部

ラストコンサート

　私たちの活動を応援してくださる全て

の皆様に感謝の気持ちを込めて、部員

28 人、心を一つに一生懸命演奏します。

　寒い時期ですが、ぜひお越しください。

●日時／ 1 月 28 日（土）13：00 開

場　13：30 開演　●会場／生保内小学

校体育館　＊上履き持参・暖かい格好で

お越しください。　●問合せ／生保内小

学校　 43-0243

第 1 回仙北市総合美術展
を開催します

●会期／3月3日（土）から3月11日（日）

●会場／角館町平福記念美術館

【作品募集】
　第 1 回仙北市総合美術展に出展する

作品（絵画・書・短歌・俳句・川柳・写真・

彫刻・陶芸・工芸・手芸等）を募集します。

●出品資格／①仙北市在住の方　②仙北

市内に勤務している方　③仙北市で芸術

活動をしている方　●出品届提出期限／

2 月 10 日（金）　●問合せ／仙北市総

合美術展実行委員会（仙北市生涯学習課

内）　 43-3383

＊詳しくは、広報せんぼく 1 月 16 日

号の折り込みをご覧ください。

お知らせ

スキー伝来100年記念キャンペーン

AKITA de SNOW 19

　スキー業界とって、また、冬の秋田県

観光にとって、未来顧客の創出は極めて

大きなテーマです。

　現状のスキー人口は減少し続けていま

す。スキーは地域経済への影響、雪国な

らではの健康、体力、競技力向上、雪生

活の教育・文化継承や雪なし圏との交流

など、その役割は大変大きいものがあり

ます。

　そこで、19 歳にターゲットを絞って、

その機会を創りだす対策を行う。それが

「スキー伝来 100 年記念キャンペーン

AKITA de SNOW 19 キャンペーン」

です。

● 期 間 ／ 2011-2012 冬 季 シ ー ズ

ン　 ● 対 象 ／ 1992 年 4 月 2 日 か ら

1993 年 4 月 1 日生まれの方なら誰で

も OK ！　●利用手順／

▲

行きたいゲレ

ンデを探す　

▲

身分証明書（原本）を用

意（学生証・運転免許証・パスポートな

ど）　

▲

各スキー場へ提示してリフト券

を GET ！　

【協賛スキー場（6 スキー場）】

たざわ湖・秋田八幡平・大仙市営協和・

阿仁・鳥海高原矢島・ジュネス栗駒

●問合せ／秋田県スキー場協会（たざわ

湖スキー場内）　 46-2011

桧木内地域運営体
仙北市社会福祉協議会　主催

スキー教室のご案内

　たざわ湖スキー場を利用し、桧木内地

域の皆さんで、スキーを通じて年齢を

越えて大人も子どもも一緒になって楽し

み、交流を深めましょう。

●日時／ 1 月 29 日（日）10：00 ～

15：00 頃　●場所／たざわ湖スキー

場　●個人負担分／①大人（リフト券・

傷害保険料・昼食代）　②子ども（傷害

保険料・昼食代）＊子どものリフト代は

無料です。　●集合場所／桧木内小学校

前（8：30）　＊送迎バスが出ます。　

●申込方法／ 1 月 23 日（月）まで、『仙

北市社会福祉協議会　西木支所』までお

申し込みください。　●定員／先着 20

人で締切　●問合せ／仙北市社会福祉協

議会　西木支所　 48-2940　＊電

話でも申し込みできますので、お気軽に

お問い合わせください。

秋田地方法務局大曲支局

「遺言について」の市民講座

● 日 時 ／ 2月7日（ 火 ）13：30 ～

15：00　●場所／秋田地方法務局大曲

支局　（大仙市大曲住吉町 1 番 45 号）

●テーマ／遺言について　●定員／ 20

人　●申込・問合せ／秋田地方法務局大

曲支局　総務係　 0187-63-2100

接遇・マナー講習のご案内

　転職や再就職等を希望している 60 歳

未満の方を対象に、セミナーを開催しま

す。雇用保険受給者の方は、求職活動の

実績としてカウントできますので、ぜひ

ご参加ください。なお、応募の状況等に

より受付を早期に締め切る場合がありま

すので、ご留意ください。

『第3回観光・サービス人材育成セミナー』
　ビジネスマナーはもちろん、国際基準

のマナーについても学べます。

【第一印象の大切さ、ビジネス・インター

ナショナルマナーの基本、印象の良い電

話のかけ方・受け方、コミュニケーショ

ン術、簡単な英会話等】

●開催日／ 2 月 20 日（月）、21 日（火）、

22 日（水）、27 日（月）、29 日（水）

●時間／ 10：00 ～ 15：00　●場所

／グランデールガーデン　●申込期限

／ 2 月 13 日（月）

◆受講料は無料、定員は 10 人です。

◆応募多数の場合は、選考となります。

◆セミナーの詳細やお申し込み方法は、ハ

ローワーク角館に設置している案内チラ

シや協議会ホームページをご覧ください。

●問合せ／仙北市雇用創造推進協議会

（商工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　

URL：http://koyou-semboku.jp/

　　採用

仙北市社会福祉協議会

保育士を募集します！

●募集人数／ 1 人　●就業場所／仙北市

立にこにこ保育園・ひのきない保育園　

●仕事の内容／保育業務　●応募要件／

保育士・普通自動車運転免許を有し、年

齢 40 歳くらいまでの方　●雇用条件／

仙北市社会福祉協議会職員就業規則およ

び職員給与規程による　●採用日／平成

24 年 4 月 1 日　●試験日／ 2 月 14

日（火）　●試験方法／作文・面接　●

応募締切／ 2 月 3 日（金）　●問合せ／

詳しくは、仙北市社会福祉協議会総務管

理課（ 52-1624）まで

樹木からの落雪・落枝事故防止のため
迂（う）回にご協力ください

　毎年多くの観光客が訪れる角館武家屋敷通りの道路沿いは、桜などの景観樹

木が多く残されていますが、地区内を通過する車両や通行人に、樹木に積もっ

た雪や枝が落下する事故が後を絶ちません。

  事故を未然に防ぎ、また、貴重な文化財を保護するため、県道日三市（ひさい

ち）角館線をご利用くださるよう、ご理解ご協力をお願いします。。

●問合せ／仙北市文化財課　 43-3384

武家屋敷通線

日三市角館線
横
町
橋

国
道
46
号

　　　は重要伝統的建造物群保存地区です。

（樹木からの落雪にご注意ください）

市道

　　　のご利用をお願いします。県道

JR東日本　　冬期踏切事故防止キャンペーン

踏切では必ず止まって
安全確認

踏切の中に車が閉じ込められた時は…
◆そのままゆっくり車を前進させてくだ

　さい。

　＊列車が接近しています。踏切内から

　の脱出を最優先に行動してください。

踏切で動けなくなった時は…
◆まず列車を止めてください。

　①非常ボタンがある時は…カバーの上

　　から強く押してください。信号機が

　　作動し、列車に異常を知らせます。

　②非常ボタンがない時は…発炎筒や赤

　　色旗、上着等を使用するなどして列

　　車に危険を知らせると効果的です。

●踏切警報機の故障にお気づきの方はご

連絡ください。

フリーダイヤル：0120-401-625

1月26日は
第58回文化財防火デー

　昭和 24 年 1 月 26 日に日本最古の壁

画「法隆寺金堂の壁画」が焼損しました。

そのため、消防庁と文化庁では毎年 1 月

26 日を文化財防火デーとし、この日を

中心に文化財を災害から守るため、全国

的に文化財防火運動を展開しています。
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仙北市の行事予定

1月16日（月）～2月4日（土）

16
社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　社会福祉協議会西木支所

成分献血
■時間　10：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

17

18
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

19

20

21
羽後交通桧木内線の廃止および
デマンド型乗合タクシーの導入に関わる説明会
■時間　10：00 ～　■場所　かたくり館

22
若松亜紀さん講演会
■時間　10：00 ～　■場所　角館交流センター

料理・お菓子づくり試食交流会
■時間　10：00 ～　■場所　各受入農家・かたくり館

23

24

25 まちづくり懇談会
■時間　18：30 ～　■場所　雲沢集落センター

26

まちづくり懇談会
■時間　18：30 ～　■場所　中川集落センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

文化財防火デー

27

28
まちづくり懇談会
■時間　14：00 ～　■場所　田沢湖総合開発センター

生保内小学校金管バンド部ラストコンサート
■時間　13：30 ～　■場所　生保内小学校体育館

29
第4回もちっこバイキング体験
■時間　11：00 ～　■場所　かたくり館

桧木内地域運営体・仙北市社会福祉協議会主催
スキー教室
■時間　10：00 ～　■場所　たざわ湖スキー場

30 まちづくり懇談会
■時間　18：30 ～　■場所　紙風船館

31
夜間納税窓口開設
■時間　17：15 ～ 19：00　

■場所　市役所田沢湖・角館・西木庁舎

1

2 市県民税申告相談日
■時間　9：00 ～ 16：00　■場所　田沢交流センター

3 市県民税申告相談日
■時間　9：00 ～ 11：30　■場所　田沢交流センター

4

水

火

水

日

月

金

木

月

金

水

土

火

火

木

金

土

日

月

2月

木

土

1月
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▼ 毎朝、寝ぼけた体に除雪作業

は辛いですね。いったいどのくら

い積もるのでしょう。カマキリの

卵の位置で、今シーズンの積雪が

分かると言われています。秋に卵

を発見しましたが、そこは高さ１

メートルの箱の中（天井）…。今

は箱ごとすっぽり雪の中。２メー

トルの箱を用意しとけばよかった。

（SA）　 ▼今年に入り、雪の降る日

が続いています。朝起きると、駐

車していた車が雪でスッポリ！と

いう日もありました。カメムシが

多いと、その冬は大雪になると聞

いたことがありますが、今年はそ

うなのでしょうか？雪の事故が多

く発生しています。皆さん、除雪

作業は、事故のないよう気を付け

て行いましょう。（ＴR）　 ▼あけま

しておめでとうございます。今年

も広報せんぼくをよろしくお願い

します。今シーズンは雪かきの回

数が多い気が。年末年始も家の除

雪作業こなす毎日で、除雪機械も

使っていますが作業が終わると筋

肉痛に。うちの子どもたちは雪に

大喜びですが、家の回りに降るの

はほどほどでお願いしたいところ

です。（YO）

編集後記

○○のつぶやき

角館柔人クラブ
新年寒稽古を行いました
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